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令和元年度第5回企画展
｢収蔵品－いいものちょっとだし｣

川 本 　 利 恵＊1 

はじめに

　令和元（2019）年5月22日（木）から8月2日（金）
の期間、企画展 ｢収蔵品－いいものちょっとだし｣ を
開催した。
　今回は8月までに開催されるオープンキャンパスの
ために、前回開催した ｢学生作品展｣ から、引き続き
展示した作品とともに、以前から定期的に展示してほ
しいと博物館研究員の先生から要望のあった料理標本
の他、収集して以来あまり公開していない資料の中か
ら美的・技術的に素晴らしいものを選定してまとめる
ことにした。

1.テーマの決定

　例年、5月から8月にかけての企画は収蔵資料を中
心に構成しているが、上記のように来校する高校生に
見てもらえるよう、｢学生作品展｣ の中から、延長し
てもよいとの了解を得たオペラ衣装と建築模型を引き
続き展示することが決まった。それ以外で展示ケース
1台から2台分に納まる程度の資料と点数を選定する
ことにした。
　収蔵品の中からいいものを少しずつ展示するという
ことで、｢収蔵品－いいものちょっとだし｣ とタイト
ルを付けた。

2.展示構成

　学生作品以外の展示資料は、料理標本を飯、汁、菜、
菓子のくくりでそれぞれ数点ずつ、計12点、工芸品
の中から、正倉院宝物のガラス器のレプリカとローマ
ンガラスを含めて8点、明治から大正時代のカップな
どのガラス器が12点、江戸時代後期から明治期の煙
草入れや紙入れなどの袋物が14点、同時期の櫛、笄、
簪が21点、和装資料の中から、新収蔵資料の打掛1点
と開館当初の資料の女性礼服一式、足袋15点、クン
ストレース編みで制作されたレース絵4点を選んだ。

3.印刷物

　これまでA4判ポスター（写真1）を作成し、その
裏面に資料リストを印刷していたが、今回は記入事項
の字数が多く1ページに納まりきれなかったため、表
裏ともに印刷したリストを作成した。ポスターは大判
コピー機で印刷し、入口の扉やボードに貼り、A4・
A3判で印刷したものを校内の掲示板に貼って学内者
へ向けての広報とした。

写真1　ポスター

4.展示作業

　入口を入って窓側に向かう壁際にベニヤ板を組み立
てた展示台を使って舞台を作り、そこにドレスを着せ
た1体のトルソーと髪飾り（写真2）を置いた。窓側
に沿って3台のケースを並べ、それぞれに建築模型を
（写真3）を飾った。そこから直角に2ケースを置き、
本物のローマンガラスと正倉院宝物ガラス器の複製品
（写真4）、大正時代のカフェで使用されたガラス器を
飾った。またそこから直角に1ケースに打掛（写真5）
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を置き、続いて1ケースに礼服一式を置いた。続く2ケー
スに足袋の製作工程（写真6）と様々な足袋を入れた。
次に展示室中央に覗いて見るタイプの4ケースで島を
つくり、2ケースに料理標本（写真7）を並べ、それ
らの背中合わせに袋物（写真8）と櫛等を1ケースず
つに並べた。そして廊下側の壁面にレース絵（写真9）
を掛けた。

写真2　オペレッタ『こうもり』の衣装

写真3　建築模型

写真4　ガラス器のレプリカ

写真5　打掛

写真6　足袋の製作工程

写真7　料理標本の菜と菓子

写真8　袋物
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写真9　クンストレース絵

おわりに

　公開講座や授業で紹介した料理標本が実際に見られ
るようにしてほしいと数年前から博物館研究員の先生
から希望されており、ようやく展示することができた。
また、礼服についても日本文化に関連する資料を展示
してほしいとの要望で礼服を展示したこともあり、大
学の授業に活用してもらえる展覧会になった。
　一つの大きなテーマを決めて校正する展示が多い
が、眠っている資料を少しずつ紹介するこの企画は筆
者自身がそういえばこんな資料もあったなと再認識
し、楽しんだ展覧会でもあった。今回だけではなく、
今後もまだ眠っている資料を出していける企画を検討
したい。

令和元年度 収蔵品展 展示資料一覧
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